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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録（概要） 

 

１．日時：令和２年８月２６日（水）午後１時３０分から 

 

２．場所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者 

（委 員） 

公 益 代 表：堀  光雄、加澤  明、遠藤 泰子、田嶋 孝安 

保険医保険薬剤師代表：小西 史人 

被 保 険 者 代 表：鷹架 良子、坂本 幸子、畑山 陽子、種市 嗣彦 

被 用 者 保 険 等 代 表：山下 秀樹 

（事 務 局） 

市 民 生 活 部 長：工藤 雅則   国 保 年 金 課 長：寺澤 寿子 

副参事兼課長補佐：山本 新一   国 保 係 長：一戸 剛 

保 険 税 係 長：村井 加奈子  健 康 推 進 係 長：山口 文衣 

 

４．欠 席 者 

保険医保険薬剤師代表： 中山 宏祥、樋口 茂樹、澤上 大樹 

 

５．議 事 

 

〈開会：１３時２５分〉 

 

司  会： 定刻より少し早いですが、本日出席予定の方がそろいましたので、ただ

今より三沢市国民健康保険運営協議会を開催いたします。本日の司会進行

を行う山本です。よろしくお願いいたします。最初に定足数について報告

いたします。本日は中山委員、樋口委員、澤上委員から欠席の報告を受け

ております。出席者は１０名となり定足数を満たしておりますので、本日

の会議は成立することを報告いたします。はじめに、堀会長よりご挨拶を

お願いいたします。 

 

堀 会長： 委員の皆様におかれましては、ご多用のところ、ご出席をいただきまし

て厚くお礼申し上げます。 

さて、本日は令和元年度三沢市国民健康保険特別会計決算見込みが議題

となっております。今年は新型コロナウイルス感染症により、国保を含め

社会保障などの環境は昨年に比べ、大きく変わってきております。その中

で国保の制度改正後、２度目の決算となります。皆様のご意見をいただき

ながら進めて参りたいと思っておりますので、ご審議の程、よろしくお願

い申し上げまして、挨拶といたします。 

 

司  会： ありがとうございました。それではこれより議題に入りますが、議長は

規則により会長が務めることになっておりますので、堀会長に会議の進行

をお願いいたします。 
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議  長： それでは、議題に入る前に本日の議事録署名人２名を決めたいと思いま

す。遠藤委員、鷹架委員の両名を議事録署名人といたしたいのですが、よ

ろしいでしょうか。 

 

（「はい」という声あり） 

 

議  長： はいという声がありましたので、遠藤委員と鷹架委員、よろしくお願い

いたします。それでは、次第に従いまして進めてまいります。はじめに、

令和元年度三沢市国民健康保険特別会計決算見込みについて、事務局に説

明をお願います。 

 

事 務 局：（市民生活部 工藤部長より、令和元年度三沢市国民健康保険特別会計 

決算見込みについて説明がされる。） 

 

議  長： ただいまの、事務局からの説明について、ご質問がありましたら挙手を

してご発言くださるようお願いします。 

 

山下委員： 全国保険協会の山下と言います。よろしくお願いします。歳入の保険税

についてですが、国民健康保険税があり、一般被保険者と退職被保険者と

あるのですが、退職被保険者は制度が終了していますが、決算額を比較し

ますと４千万円の減少となっていますが、これは国保加入者の減と見てよ

いのでしょうか。 

 

事 務 局： はい、一般被保険者の保険税の減の理由は、加入者の減少ということで

前年に比較しまして、２２３名減少しておりますので、それが主な要因に

なります。 

 

山下委員： わかりました。次に歳出の方なんですけれども６ページの中段に保険給

付費というのがありますけれども、これは医療費だと思うのですが元年度

決算が増えているのですが、加入者が減っているので通常であれば減るの

かと考えたのですが、増えている要因を教えてください。 

 

事 務 局： はい、療養費が増額になった要因ですけれども、外来につきましては１，

１８０件、金額にして約５千万減少しているんですが、入院が８８件、入院

日数で５，５１３件、金額にして約８千万円増加しております。特に前期高

齢者の入院に係る費用が約３千万円増加しておりますので、それが増加の

要因ととらえております。以上です。 

 

議  長： よろしいですか。他にございませんか。ありませんか。それでは、私か

らちょっといいですか。三沢市は県内１０市のなかで、いつも言われて耳

が痛いのではないかと思いますが、収納率が一番低いんですよ。三沢は若

い人が多いと言われていますが、その辺どの様になっているのか、なぜ低

いか、もしわかれば。 
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事 務 局： 収納率が低い要因というところで、加入者的には高齢者の加入率が多い

状況でございます。年金生活者とか、パートとかの非正規雇用で働いてい

る方、所得の低い方になるんですけれども、低所得者層の方が国保加入者

の６割いますので、その辺も含めて収納率が低いというふうにみておりま

す。 

 

議  長： はい、他にございませんか。それでは、ないようですので、令和元年度

三沢市国民健康保険特別会計決算見込みについては、承認することにご異

議ございませんか。 

 

（「なし」という声あり） 

 

議  長： 異議なしと言うことでありますので、令和元年度三沢市国民健康保険特

別会計決算見込みについては、承認することといたします。 

 

議  長： 次に、その他になりますけれども事務局の方から説明願います。 

 

事 務 局： ２点ほど事務連絡と報告をしたいと思います。まず事務連絡になります

が、国保運営協議会委員の上十三支部研修会についてでございます。例年

１１月に実施していたかと思いますが、昨年は１１月６日にグランヒルつ

たやで約５０名の参加をいただいて、県の高齢福祉保険課の小寺総括主幹

による、安定した国保事業の運営に向けてと題しまして研修会と情報交換

を実施しております。 

今年も１１月に実施する方向で国保連合会と調整を行うところでござい

ます。詳細が決まり次第後日改めてご案内いたしますが、研修会の開催に

あたりましては新型コロナウイルス感染症予防対策としてソーシャルディ

スタンスの観点から参加人数の制限であるとか、講演時間の短縮等参加者

の安全面を考慮して開催を検討していきますが、状況によりましては延期

又は中止となる可能性もありますのでご承知下さいますようお願いします。 

 

議  長： ただ今、事務局から説明がありましたが、これに対して質問がありまし

たら挙手をしてご発言ください。ありませんか。 

 

事 務 局： 後もう１点、報告事項になります。新型コロナウイルス感染症に係る国

保で対策をとった状況の報告をしたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症対策として傷病手当の支給と、国保税の減免

を７月１日から申請受付を開始したところでございます。傷病手当金の支

給申請者は今のところありませんが、適用期間が令和２年９月末日までと

なっておりましたが、国から１２月末日までの適用期間の延長の通知がご

ざいましたので、ただいま規則の改正に、それの対応に動いているところ

でございます。 

それと保険税の減免ですけれども、世帯の主たる生計維持者の収入の減

に伴う申請ということで、昨日までで１１件の申請がございました。金額

にして２８４万４００円となっております。 
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それと、国保の療養給付費の状況をお知らせします。今年の３月から６

月までの４か月間の診療に係る療養給付費は６億９，１０１万円でした。

昨年の同月期間と比べますと、昨年の４か月間は７億２，４８９万円で、

３，３８８万円、４．６％減少しております。 

特に５月診療では１億６，１６０万円に対して、昨年の同月は１億９，

１２１万円で２，９６１万円、１５．４％と大きく減少しております。皆様

にお配りしている８月１日付の国保新聞にも掲載がございましたが、新型

コロナウイルスの感染拡大を受けて、専用病床の確保に向けて入院の受け

入れ制限とか、入院外の受診控えなど患者減少が主な要因で療養給付費が

下がっている状況でございます。報告です。以上です。 

 

議  長： 他にございませんか。最後にですね、委員の皆さんで国保について何で

も聞きたいことがあれば。ありませんか。 

それでは、ないようですので、以上本日の会議は終了いたします。ご協

力ありがとうございました。 

 

司  会： 以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

〈閉会：１３時５５分〉 

 

 

令和２年８月２６日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

 

三沢市国民健康保険運営協議会議長  堀  光 雄       

 

 

議事録署名人  遠 藤 泰 子      

 

 

議事録署名人  鷹 架 良 子      


